福島県富岡町における帰還住民の放射性セシウムによる被ばくリスク評価 by 山口 拓允
Evaluation of Radiation Exposure Doses  































Sampling sitea Year 
Depth 
in cm 
n Radionuclide concentration in Bq/kg-dry Concentration 
ratio in Bq/kg 
    




















535 4,938 7.4-4,352b 13-44,676 301 (1,035)c 2,635 (11,054) 0.093d 




315 4,040 10-2,406 19-32,061 126 (709) 1,656 (8,976) 0.070 






3,012 31,603 19-5,720 243-58,719 2992 (5,157) 31,479 (53,730) 0.092 
5-10 
 




1,805 25,658 20-5,873 223-83,001 469 (4,430) 6,892 (62,785) 0.073 
5-10 1,135 13,036 80-2,889 157-41,171 786 (2,461) 1,650 (33,153) 0.070 
a住居及び集会所 b最小値-最大値 c90%タイル値 d平均値から算出 
はじめに、福島県富岡町における屋内外の空間線量から算出した事故による追加被ばく線量
は、2018年は 1.4 mSv/y、2019年は 1.1 mSv/yと推定された。また、住宅敷地内（避難指示解
除区域）の表層土壌における放射性セシウム濃度（134+137Cs の合計、平均値）は、5,473 Bq/kg
（2018 年）及び 4,355 Bq/kg（2019 年）であり、帰還困難区域では、数万 Bq/kg で推移して
いた。これらから、避難指示解除区域における表層土壌の放射性セシウム由来の実効線量は、
0.66 mSv/y（2018年）及び 0.54 mSv/y（2019 年）と推定された。一方、帰還困難区域では、




された預託実効線量は、2018 年は小児で 30-74 μSv/y、成人では 62-100 μSv/yであった。また、




率（中央値）は、0.45-0.48 µSv/h であり、年間の被ばく線量率（推定値）は、3.9-4.2 mSv/y
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